






4

　古くから保養地として知られる熱海は、都心から近いこともあり、多くの文豪が
愛した街でした。今号では熱海にある文学史跡や彼らが通っていた店舗を紹介しま
す。
　熱海駅から商店街を抜けた先にある旅館「湯宿一番地」の正面玄関前に、尾崎紅
葉（1867 ～ 1903）が生前に愛用していた筆を祀った筆塚と「暗しとは柳に浮き名
あさみどり」と刻まれた句碑①があります。紅葉は小説家だけでなく俳諧師として
も活躍し、縁山・戯作堂・半可通人などの号を使用して
いました。句碑に刻まれた文字は、紅葉が遺族に残した
自筆の掛軸から写しとったものです。
　海岸方面へ向かうと、紅葉の代表作『金色夜叉』の一場
面を再現した「貫一・お宮の像」②があります。熱海を
舞台に主人公の貫一と許嫁のお宮の悲恋を描いた『金色
夜叉』は 1897 年～ 1902 年の 6 年間にわたって『読売新聞』
に連載され、昭和に入ってからも何度も映像化されたこ
とで熱海は一躍脚光を浴び、観光都市へと発展しました。
2019 年には像の隣に記念碑も建てられました。また、銅
像のすぐ隣には立派な松の木が生えています。もともと

「羽衣の松」という名前でしたが、紅葉の弟子で『金色夜叉・
終編』を書いた小栗風葉（1875 ～ 1926）の金色夜叉の句
碑「宮に似たうしろ姿や春の月」が傍らに建立された後、
いつしか「お宮の松」③と呼ばれるようになったそうです。
　西へ向かうと、谷崎潤一郎（1886 ～ 1965）や志賀直哉

（1883 ～ 1971）が足繁く通ったという老舗洋食店「スコッ
ト」④があります。志賀はここのビーフシチューを気に
入っていたようです。また、熱海銀座商店街にある喫茶
店「ボンネット」⑤は三島由紀夫（1925 ～ 1970）が常連で、
三島はハンバーガーを好んで食していたそうです。
　シェイクスピアの翻訳でも知られる作家の坪内逍遥

（1859 ～ 1935）は、病気療養の長兄に付き添って 1879
年に初めて熱海を訪れたのを機に、たびたび熱海を訪れ
るようになります。そして 1912 年 1 月には糸川沿いに別
荘を構えて居住し、別荘があった近辺に「ちかき山ゆき
はふれれど常春日あたみのさとにゆげたちわたる」の歌
碑⑥があります。
　その先には、1919 年に別荘として建てられた「起雲閣」
⑦があります。「起雲閣」は 1947 年に旅館として生まれ変わり、山本有三（1887
～ 1974）、太宰治（1909 ～ 1948）、舟橋聖一（1904 ～ 1976）などが投宿しました。
2000 年には熱海市の所有となって一般にも公開され、日本の伝統的な建築様式の
残る本館と離れ、外国の様式が融合された独特な洋館に、緑豊かな庭園などを楽し
むことができます。太宰は『人間失格』を別館で執筆し、本館二階にある「大鳳の間」
⑧は入水心中の 3 カ月前に愛人の山崎富栄と宿泊しています。
　来宮駅へ向かう途中にある海蔵寺には「逍遥坪内雄蔵夫妻墓」⑨があり、熱海を
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愛した逍遥が駿河湾を一望できる高台でセン夫人と共に
静かに眠っています。
　さらに進むと、逍遥の終の棲家「双柿舎」⑩があります。
逍遥は観光地と化して賑やかになった熱海中心街の喧騒
から逃れるため、1919 年にこの地へと移り住み、1935 年
に亡くなるまでの 15 年間を過ごしました。庭も建物も逍
遥の設計によるもので、「双柿舎」の由来となった 2 本の
柿を愛した逍遥は「吾なきのち千歳を生きて世のむかし
里のむかしを語れ老い柿」という歌を詠んでいます。また、
1928 年に完成した「逍遙書屋」⑪は、和漢洋を折衷した
印象的な景観で逍遥苦心の作と言われています。
　来宮駅を過ぎると、来宮神社があります。境内には国
文学者で『万葉集』の研究者として優れた業績を残した
佐佐木信綱（1872 ～ 1963）の歌碑「来の宮は樹齢二千年
の樟のもとに御国のさかえいのりまつらく」⑫がありま
す。また、大楠⑬は逍遥が戯曲『役の行者』のイメージ
作りに用いたそうです。さらに北に進むと、信綱の旧居
である「凌寒荘」⑭があります。信綱は病後の静養の地
として 1944 年に温暖な熱海に居を構え、晩年を過ごしま
した。生垣には信綱の歌碑「願はくはわれ春風に身をな
して憂ある人の門をとはばや」⑮があります。
　坂が多い熱海の散策で疲れた後は、温泉と食事でゆっく
り体を癒しましょう。
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画像はすべて国立国会図書館「歴史的音源」「近代日本人の肖像」より

国立国会図書館「歴
れ き お ん

史的音源」 https://rekion.dl.ndl.go.jp/

例えばこんな音が聞けます

どんな資料がある？

資料の探し方
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文書だけじゃない！音の資料を聞いてみよう

自宅の PC やスマホ
から聞ける「ログイ
ンなしで閲覧可能」
なものと、国立国会
図書館内で聞けるも
のがあります。

探したい人物が決まっているときはこれも便利

https://www.ndl.go.jp/portrait/

A	キーワードで検索する
	� 人物名、作品名などをキーワードボックスに入力して検

索できます。

B	ジャンルで探す
	� 「落語」「講義、講演、演説」など目当てのジャンルのボ

タンを選択するだけで簡単に検索できます。

C	検索結果が多すぎるときは絞り込み機能を使う
	� 検索結果の一覧画面で、「ログインなしで閲覧可能」や、

出版年など条件を追加して絞り込むことができます。

政治家、官僚、学者、文学者、芸術家など 1,000 名以上
の肖像写真と人物解説、国立国会図書館が所蔵している
関連資料（音声、直筆資料など）がまとめられています。
人名や職業、出身地などから簡単に検索できます。

写真と生没年などの情報、「歴史的音源」
へのリンクが掲載されています。
リンクから、本人による「短歌朗読」が聞け
ることが分かります。

例えば「与謝野晶子」を探してみると…

演　説 	 犬養毅（内閣総理大臣）
		  新内閣の責務（上）（下）1932 年 2 月

朗　読 	 坪内逍遥
		  ハムレット（生死疑問独白の場）（一）～（四）
		  1933 年 11 月

歌舞伎劇 	 市川左團次 他
		  番町皿屋敷（青山播磨宅の場）（上）（下）
		  1924 年 6 月

1900 〜 1950 年頃の SP 盤等のデジタル化音源を収録しており、邦楽、
演説、朗読、落語といったジャンル別に音源を探せます。一部の資
料は、自宅の PC やスマホからでも聞くことができます。その他、「テー
マ別音源紹介」コーナーでは、収録音の時代背景などが紹介されて
います。

電子展示会「近代日本人の肖像」
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本学所蔵資料紹介
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　谷崎潤一郎（1886 ～ 1965）は 1942 年に熱海ホテルに滞在
して以来熱海に魅せられ、同年には別荘を購入してこの地に滞
在することが多くなりました。
　自らを食魔と称したほどの美食家である谷崎は甘いものも好
物で、滞在先の熱海でよく買っていたのが三木製菓の「ネコの
舌」という名前のラングドシャクッキーでした。
　孫でエッセイストの渡辺たをりは、「三時ごろになるとおや
つの時間です。祖父はまた、書斎から出て居間にやってきます。
おやつは熱海市内のレストラン「モンブラン」のチーズトース
ト、洋菓子屋の「三木」のクッキー、ラングドシャ、アイスク
リームなどの時もありました・・・」※と書いています。
　本店以外にも、熱海駅の売店でも買えますので、旅のお土産にいかが
でしょうか。
　（三木製菓の場所は p.5 の地図を参照してください。）

※『花は桜魚は鯛　谷崎潤一郎の食と美』渡辺たをり著　ノラブックス　1985 年刊

作家のおやつ⑪



　二松学舎は漢学塾が出発点で、漢学を学校文化の核心としている。しかし現在、漢学は元気が無い。
人気も無い。それは、二松学舎だけではなくて、日本全体を見渡しても言えることだ。漢学だけで
はなくて、文学全体が衰退しつつある。無理も無いと思う。今や、私の専門とする漢学ど真ん中の
古典文献研究の領域においてさえ、デジタル資料は欠かせないから、パソコンとネット環境は維持
しなければならない。スマホを使わざるを得ない状況も増えてきていて、今年度から二松学舎では
出席確認にもスマホが必要になった。パソコンやスマホを使っていれば、読書の時間は当然減って
しまう。次から次へと流れてくる情報に煽られ続け、自分と向き合い、自分を人格としてまとめる
時間が減ってしまう。至る所でアカウントやらパスワードやらが必要で、日常的に使っていないと
使い方も忘れてしまうから、ひたすらネット上のシステムに対して自己同一性を証明している。一
歩では足りない、百歩か万歩退いてみて、その情報の流れの無意味さと恐ろしさは始めて実感される。
　漢学は漢文を読む。ただ漢字だけが並んでいるのが漢文だ。並んでいるけれど、その漢字は決し
て自分から流れることはない。私たちが頭と心を使って読んでいく時、それらの漢字は始めて意味
を持って、活き活きと踊りだす。漢字が躍りだす時、私たちの頭と心も生きてくる。生きる経験の
積み重ねが、自分の人格を形成する。
　岩波新書『孝経』は、漢学と二松学舎の宣伝になればよいな、と思って書いた。漢学の世界が豊
富多彩であることを示したつもりだし、特に意識して書道作品に多く触れるようにした。固有名詞
が多いのは辟易されるかもしれないが、一一覚えて頂く必要は無いので、安心して読み進めて欲しい。
一つ書きそびれたことを補足しておく。諫諍は、集権君主にとっては大歓迎であった。言いたいこ
とを言わせて、不平分子を特定できれば、適当な理由をつけて処罰して終わりだからだ。

文学部国際日本・中国学科　教授　橋本 秀美

橋本 秀美 著
（岩波書店、2025 年 1 月刊行）

新書判　244 ページ　960 円＋税
ISBN 978-4-00-432050-0

本学教職員著書紹介

編集後記
　「季報」122 号をお届けします。
　今号では、教員 2 名の図書館にまつわるお話を紹介
しました。
　図書館の資料には、音声や映像資料（視聴覚資料）
もあります。録音・録画技術が確立した近代以降のも
のに限られてしまいますが、紙資料だけでは分からな
い情報が記録されています。図書館を利用するときは、
ぜひ AV（視聴覚資料）コーナーも覗いてみてください。
ついでに、懐かしい映画や音声に再会するかも…。（Sh）

『孝経：
儒教の歴史二千年の旅』

二松学舎大学附属図書館
季　報

第 122 号
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